
このたび弊社ソーラーウオッチをお買い上げいただきありがとうござい
ました。
ご使用の前に取扱説明書をよくお読みの上、正しくご使用くださいます
ようお願い申し上げます。この取扱説明書はお手もとに保存のうえ必要
に応じてご覧ください。

ソーラーデジタルウオッチ
取扱説明書

取扱説明書番号  MA-Q013B

製品仕様　P910

1. 時 間 精 度：平均月差±30秒以内（常温5℃～35℃）
2. 基 本 機 能：時 刻 表 示 時・分・秒（午前/午後または24時間制の切替表示）

カレンダー　月・日・曜日（2099年12月31日までのフルオートカレンダー）
アラーム1,2 時・分（午前/午後または24時間制の切替表示）

時刻アラーム2個
時　　　報　毎正時00分
ストップウオッチ 計測時間　100時間（99時間59分59秒）

計測単位　1/100秒（60分未満）
1秒（60分以上）

計測機能　通常計測、スプリット／ラップ計測
メモリーコール 最大100本のスプリットタイム計測とラップタイム計測
世 界 時 計　23都市名、時・分、サマータイム
タ イ マ ー　計測時間　100時間（99時間59分59秒）

計測単位　1秒
3. 付 加 機 能：LED照明

L ボタンを押すと表示部が発光する
発電機能

光発電機能
節電機能

自動的にデジタル表示を消灯して節電を行う
過充電防止機能

二次電池がフル充電されるとそれ以上充電しない
4. 持 続 時 間：フル充電から約1年（節電機能状態で保管）

※各機能の使用状況によって異なります
※二次電池の交換は絶対に行わないでください。

本時計はソーラーセルで発電した電流で駆動を行い、余った電流を二次電池に充電する機能があります。
二次電池の交換は絶対に行わないでください。暗い場所での使用、長袖等で光が当たらない状態が長期
間に渡って続くと二次電池が消耗して充電警告表示が行われる場合がございます。
充電警告について

二次電池の残量が極端に少なくなると「LOW.BAT」表示を行い、充電が必要であることをお知ら
せする「充電警告」状態となります。この表示が行われた場合にはなるべく早く本時計を光の当た
る場所に置き、十分な充電を行ってください。充電警告開始から時計が停止するまでは目安で38日
間です。（ご使用の条件によっては時計が停止するまでの時間が短くなることもございますのでお早
めに充電を行ってください。）

※充電警告状態では節電のため、LED照明・アラーム・クロノグラフ計測・時報機能が使用できなくな
ります。十分な充電が行われますと再び上記の機能がご利用いただけます。

※充電警告がされても充電が行われなかった場合、二次電池がさらに消耗して時計が停止します。時計
が停止しますと時刻などのデータは全て消去されます。
充電時のご注意

以下のような高温になる場所での充電は避けてください。
・炎天下に駐車中の車のダッシュボードの上
・白熱灯などの熱を持つ光源に極端に近いところ
・真夏の直射日光が長く当たり、時計が熱を持つ環境

ご注意）
上記の環境以外でも充電により時計が過熱される場合がございます。充電後の時計を腕にはめる
際には時計が十分に冷めていることを確認してから腕にはめてください。

上手な充電の行い方
時計の表示面を光源に対し垂直になるようにするとより効率良く充電を行うことができます。
充電の目安

本時計は充電が行われない環境下でもフル充電状態から下記の使用条件で約12ヵ月動くことができ
ます。また、引き出しの中などの完全に光が当たらない環境では節電モードが作動し続け、約1年間
動くことができます。

・1日あたりの使用量目安
LEDライト1回（2秒）・アラーム1回（15秒）・時報24回・節電モード（4.5時間）

・充電時間の目安（上記使用条件でご使用の場合）

充電機能について

1日動くのに必要な充電時間

500Lux
（蛍光灯下での室内）

3000Lux
（蛍光灯スタンド15W×2本の下20cm）

10000Lux
（曇天）

100000Lux
（直射日光）

8時間

70分

20分

6分

－

150時間

45時間

6時間

－

－

225時間

50時間

停止状態～通常運針 停止状態～フル充電

●お取り扱いについて
防水性能について

＊防水時計の防水性能や機能を必ずご確認いただき、「取扱説明書」に従って正しくご使用ください。
（誤った使用は、危険です。）

。んせまきでは用使ごので所場るかかの滴水：計時水防非・
・3気圧（3BAR）防水時計 ： 洗顔などはできますが、水中でのご使用はできません。
・5気圧（5BAR）防水時計 ： 水泳などはできますが、スキンダイビング素潜り）などには

ご使用できません。
・10/20気圧（10/20BAR）防水時計 ： スキンダイビングなどはできますが、スキューバダイビング

にはご使用できません。
・防水性能 …… 時計の文字板及び裏ぶたの防水性能表示をご確認の上、下図をご参照ください。

警告

ご注意
・りゅうずは常に押し込んだ状態（通常位置）でご使用ください。りゅうずがねじロック式タイプで

あれば、しっかり固定されているか確認してください。
・水分のついたままりゅうずの操作をしないでください。
・皮革バンドは材質の特性上、水に濡れると耐久性に影響がでる場合があります。水の中で使うこと

が多い日常生活防水以上の機能を要する時計の場合は脱色、接着はがれなどの不具合を起すことが
ありますので、あらかじめ他の材質のバンド（金属製またはゴム製）にお取り替えの上、ご使用く
ださい。

・防水時計の場合、海水に浸した時や汗をかいた後は、真水でよく洗い、よく拭き取ってください。
（蛇口の水を直接かけないで、汲んだ水で洗ってください。）

・時計の内部にも多少の湿気がありますので、外気の温度が時計内部より低いときは、ガラス面がく
もる場合があります。くもりが長時間消えない時は、お買い上げ店でご相談ください。

・一定の防水性能を保つため定期的に（2～3年を目安に）パッキンの交換をしてください。（お買い
上げ店でご相談ください。）

二次電池の取り扱いについて
・お客様は時計から二次電池を取り出さないでください。
・やむを得ず二次電池を取り出した場合は、誤飲防止のため、幼児の手の届かない所に保管して

ください。
・万一、二次電池を飲み込んだ場合には、ただちに医師と相談して治療を受けてください。

二次電池の交換はしないでください
・無理に他の種類の電池を使い、万一充電されると過充電となり電池が破裂して時計の破損およ

び人体を傷つける危険があります。
充電上の注意

・充電により時計が過熱される場合がございます。充電後の時計を腕にはめる際には時計が十分に冷
めていることを確認してから腕にはめてください。

携帯時の注意
・幼児を抱くときなどは、幼児のけがや事故防止のため、あらかじめ時計を外すなど充分にご注意く

ださい。また、ご自身や第三者へのけがや事故防止のため、充分ご注意ください。
・サウナなど時計が高温になる場所では、火傷の恐れがあるため絶対に使用しないでください。

金属バンドのお取り扱いについて
・バンド中留め構造によっては、着脱の際に爪を傷つける恐れがありますのでご注意ください。

かぶれについて
・ケースやバンドは肌着類と同様に直接肌に接しています。金属の腐食や汗、汚れ、ほこりなどの気

づかない汚れで衣類の袖口などを汚す場合があります。また、皮革バンドは汗や汚れにより「色落
ち」を起すことがあります。乾いた布で拭くなどして常に清潔にご使用ください。

・バンドは多少余裕を持たせ、通気性を良くしてご使用ください。（時々はりゅうず通常位置のまま
でりゅうずを空回りさせてゴミ、汚れを落としてください。）

・かぶれやすい体質の人や体調によっては、皮膚にかゆみやかぶれを生じることがあります。異常を
感じたら、ただちに使用を中止してすぐ医師に相談してください。

（かぶれの原因）金属、皮革アレルギー、時計本体およびバンドに発生したサビ、汚れ、付着し
た汗などです。

〈時計のお手入れ方法〉
・ケース・ガラスの汚れや汗などの水分は柔らかい布で拭き取ってください。
・皮革バンドは乾いた布で、汚れを取ってください。
ご注意
温度について
・－10℃～＋60℃から外れた温度下では機能低下や、停止することがあります。
・直射日光にさらしたり、炎天下の車内など高温になる所に長時間置かないでください。故障の原因

になったり、電池寿命が短くなります。
・屋外など、低温になる所に長時間置かないでください。故障の原因になったり電池寿命が短くなり

ます。
磁気について
・磁石には近づけないでください。磁気健康機具（磁気ネックレス・磁気健康腹巻など）、冷蔵庫の

マグネットドア、バッグの止め具、携帯電話のイヤホン部など、磁気に近づけると正しい時刻を表
示しません。この場合は磁気から離して時刻修正をし直してください。
静電気について
・クオーツウオッチに使われているICは、静電気に弱い性質を持っています。テレビ画面などの強い

静電気を受けると表示がずれることがありますのでご注意ください。

注意

注意

注意

注意

警告

警告

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」
内容です。警告
この表示の欄は、「障害を負う可能性または物的障害のみが発生す
る可能性が想定される」内容です。注意

ケ ー ス

表 示

使 用 例

仕 様 文 字 板

水のかかる程
度の使用。

（洗顔、雨等）

水仕事や
一般水泳に
使用。

スキンダイビン
グ、マリンスポ
ーツに使用。

空気ボンベを使用
するスキューバダ
イビングに使用。

水滴がつい
た状 態での
りゅうず操作

× × × ×

× × ×

──
WATER RESIST

WATER RESIST

WATER RESIST

WATER RESIST
または無表示

×

○ ×

非 防 水

3 気 圧
防 水

× × ×
WATER RESIST

（5BAR）
または無表示 ○ ○5 気 圧

防 水

○ × ×
WATER RESIST
（10/20BAR）

または無表示 ○ ○10気圧防水
20気圧防水

りゅうずはきちんと押し込んでご使
用ください。

ショックについて
・床面に落とすなどの激しいショックはあたえないでください。
化学薬品・ガス・水銀について
・化学薬品・ガスの中でのご使用はお避けください。体温計などに使用されている水銀に触れたりし

ますと、ケース・バンド等が変色することがありますのでご注意ください。
保管について
・長期間ご使用にならないときは、汗・汚れ・水分などを良く拭き取り、高温・低温・多湿の場所を

避けて保管ください。



中留ダボ

バンドコマ間

中留ダボがバンドコマの隙間に合う
ところを手応えで探ってください。

中板

中板

中留

蓋

留板

＜窓がない場合 ： バンド裏面＞＜中留めに窓がある場合＞

スライド部

中板

中板

バンドコマ間

ドライバーの様なもので中板を持ち上げます。腕の太さに合う様にスライドさせ、
位置を調整します。

スライド式フリーアジャストバンド  （中留ダボの形状が2種類あります。）

①

ドライバーの様なもので中板
を下げます。

② 留め金カバーを中留に引掛けてから
留め金カバーの蓋をしてください。

③

中板を固定する時は、中留ダボと、バントコマの隙間を合わせてください。中留ダボがバンド
コマの隙間に入らないとはまりません。無理に中板を戻すと破損する恐れがあります。注意

必ず合わせてください。ださい。

⑦ 中板を倒してバンドを固
定します。

⑧ カッチと音がするまで留板を押して固定してください。

中留の隙間の窓からバンド
コマとコマの間が覗ける様
にしてください。

中留の隙間の窓からバンド
コマとコマの間が覗ける様
にしてください。

横から見た図


